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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和７年８月２８日（木）  

 

２ 確認箇所 

 ・サブドレン集水タンク（Ｎｏ．１～Ｎｏ．７）（図１） 

 ・日本海溝津波対策防潮堤（１～４号機東側、４号機南側）（図１） 

  

３ 確認項目 

 （１）サブドレン集水タンクの現況 

（２）日本海溝津波防潮堤設置の状況 

 

４ 確認結果の概要 

（１）サブドレン集水タンクの現況 

東京電力では、原子炉建屋等への地下水の流入を低減させるため、１～

４号機原子炉建屋周辺等に設置した井戸（以下「サブドレン」という。）

等から地下水を汲み上げ、浄化設備で放射性物質を除去した後、海へ排水

している。 

本日は、サブドレン等から汲み上げた地下水を一時的に貯水するサブド

レン集水タンクの現況を確認した。（前回確認：令和６年１０月２日） 

・集水タンクは１～４号機東側の護岸周辺に計７基設置され、１号機ター

ビン建屋東側に３基（Ｎｏ．１～３）、２号機タービン建屋東側に２基

（Ｎｏ．４～５）、３号機タービン建屋東側に２基（Ｎｏ．６～７）設

置されていた。（写真１） 

・集水タンクは高さ３ｍ程度のコンクリート堰で囲われており、コンクリ

ート堰上部には屋根が設置されていた。 

・確認した範囲において、タンクや屋根に損傷等はなかった。 

 

（２）日本海溝津波対策防潮堤設置の状況 

令和２年４月に内閣府｢日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震モデル検討

会｣が日本海溝津波の発生が切迫していると評価したことを踏まえ、東京電

力は、T.P.11.8 m規模と想定される日本海溝津波に対する備えとして、令和

３年６月２１日から日本海溝津波対策防潮堤の設置を進めてきた。 

令和６年３月１５日に日本海溝津波対策防潮堤の設置工事が完了したこ

とから、設置状況の確認を行った。（前回確認：令和７年４月８日） 

・確認した範囲で防潮堤及び路面に亀裂や陥没はなかった。（写真２） 

・防潮堤の高さを上回る津波が襲来した際に防潮堤内側の海水を排水する

フラップゲートは、可動部に錆等は生じておらず手動で容易に動作する

ことを確認した。（写真３） 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/656372.pdf
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/689337.pdf
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（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

 

（写真１①）集水タンク№4及び5 （写真１②）集水タンク№6及び7 

（写真２①）防潮堤の状況（海側） （写真２②）防潮堤の状況（陸側） 

№４ 

№５ №６ 
№７ 

フラップゲート 



 

3 

 

（写真２③）防潮堤海側通路の状況 （写真２④）防潮堤上面通路の状況 

（写真３①）フラップゲートの状況（海側）  

 

（写真３②）フラップゲートの状況（陸側） 

 

５ プラント関連パラメータ等確認 

  本日確認したデータについて、異常値は確認されなかった。 

 


